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平成平成平成平成２２２２２２２２年度年度年度年度    公立豊岡病院組合公立豊岡病院組合公立豊岡病院組合公立豊岡病院組合のののの改革改革改革改革プランプランプランプラン取取取取りりりり組組組組みにみにみにみに関関関関するするするする評価報告書評価報告書評価報告書評価報告書    

                                        平成２３年１２月 
 
 公立豊岡病院組合改革プラン評価委員会（以下、委員会）は、公立病院改革ガイドライ

ンに遵い公立豊岡病院組合（以下、病院組合）の各病院ならびに組合全体の業務実績につ

いて以下の通り評価を行った。 
 
<<<<評価方法評価方法評価方法評価方法>>>>    

改革プラン（経営計画）の各項目の進捗状況について、病院組合から提出された資料な

らびに改革プランの進捗状況に関する病院組合側の自己評価を踏まえつつ、評価委員個々

が総合的評価を行い、その上で、評価委員会の総意を取りまとめる形で最終評価を導いた。 
また、改革ガイドラインにおいては病院ごとに改革プランを策定することを求めており

病院組合もそれに則り病院ごとにプランを策定しているところであるが、委員会において

は、病院組合に所属する個々の病院の計画進捗状況に留意しつつも、病院組合は一つの組

織であるという観点から病院組合全体の経営に重きを置いた。 
さらにいうと、公立病院改革ガイドラインの目指すところは収支の改善にあるが、本委

員会においてはそれだけにとどまらず、収支改善にいたるためのプロセスや、公立病院と

して行うべき医療にまで踏み込んで評価の対象とした。 
 
<<<<評価委員評価委員評価委員評価委員>>>>    

 委 員 長    谷田 一久    豊岡病院組合経営顧問 
 副委員長    赤松 亮     豊岡市医師会長 
 委  員    小山 克志    朝来市医師会長 
 委  員    立花 正敬    税理士 
 委  員    村田 正次    豊岡市区長連合会長 
 委  員    森下 恒夫    朝来市連合区長会副会長 
 委  員    友田 多佐子   豊岡市女性連絡協議会長 
 委  員    上田 利幸    豊岡市健康福祉部長 
 委  員    政次 悟     朝来市健康福祉部部長 
 
<<<<評価評価評価評価結果結果結果結果>>>>    

・ 総評総評総評総評    

 公立病院改革ガイドラインの意図するところは収支の改善であり、その点においては平

成２１年度に引き続き計画を大きく上回って達成されている実績が示された。改革プラン

の必須項目である経常収支比率、職員給与費比率、病床利用率の三指標については、平成

２２年度実績において経常収支比率は 97.2％で計画を４年前倒しで達成（平成２６年度の

計画 96.4％）、職員給与費比率は 51.0％で同７年前倒しの達成（平成２９年度の計画

51.3％）、病床利用率は 77.6％で本年度計画 77.1％の達成となった。このうち、病床利用
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率については、高次の急性期病院において短期集中的な医療の提供が求められる昨今の情

勢や、医療従事者の充足に困難を要するという目標達成に向けてはマイナスの要因もある

なか計画を達成しているものである。本委員会は、地域医療を支えつつも、上記のような

計画達成状況を示した病院組合全体の取組みを高く評価するものである。 
 
・ 領域領域領域領域別評価別評価別評価別評価    

 病院組合は収支改善を目指しながらも、地域医療の維持向上を図るという病院組合本来

の目的を達成するため、①医師確保対策、②収入向上対策、③医療機能向上対策、④経費

削減対策、⑤経営意識向上対策、⑥広報及び連携対策の６領域にわたる具体的な取組を策

定しているところであり、各領域ごとの評価は次のとおりである。 
＜①医師確保対策＞ 

医師確保対策としての具体的取組み４項目中、“医師のキャリアアップ支援”については、

専門医や認定医の資格取得の助成や所属学会の会費助成の制度を設けてはいるものの、そ

の制度が利用された件数は多くないという点で、評価を“△”とし、今後の制度利用の拡

大による医師のキャリアアップを図ることが期された。他の３項目については概ね計画通

りの取組みがなされたとして評価を“○”とした。 
＜②収入向上対策＞ 
 これまでの病院組合の収入向上に対する取組みに加え、医療機能の維持向上の努力が診

療報酬によって高く評価されたことから、計画を大きく上回って収入は確保された（対計

画 108.9％）。具体的取組み５項目については、“未収金の発生率の抑制及び未収金の回収

率の向上”の項目が十分ではないという判断から評価を“△”とした。他の４項目につい

ては計画通りの取組みがなされたとして評価を“○”とした。 
＜③医療機能向上対策＞ 
 豊岡病院組合を構成する単体としての各病院の医療機能とは別に、病院組合全体として

の医療機能、あるいは、地域全体としての医療機能を考えるとき、“病診連携・病病連携の

強化促進”は不可欠であるが、広い圏域に限られた医療機関という地域の特性やそれらを

利用する側の住民の意識等からして、紹介率の計画達成は未達に終わった。また、“７：１

看護の効率的な運営推進”については、全国的に看護師の確保が困難な現況にあって、１

０：１看護の運用を選択せざるをえない状況にある。看護師の確保については引き続き取

組みを強化して計画の達成に近づくことを期待するところである。 
 本領域については、４項目中、上記２項目が“△”であり、他の項目は計画通り取組み

がなされたとして評価を“○”とした。 
＜④経費削減対策＞ 
 経費削減対策として計画されている６項目については、すべての項目について計画は達

成されたとして“○”の評価とした。引き続き計画が達成されることを期待する。 
＜⑤経営意識向上対策＞ 
 職員の経営意識向上対策として“ＢＳＣの推進と情報共有化”と“全職員での経営改善

への取組み（ワンコイン作戦）”の２項目が計画されている。前者についてはその取組みが

著しく遅れているために“×”と評価し、後者については職員発の提案や職員を巻き込ん
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だ意識向上策の取組みが十分とはいえないことから“△”の評価とした。病院事業を効果

的かつ効率的に運営するためには一人ひとりの職員の参画意識は重要であることから、今

後の取組みの進展を期待する。 
＜⑥広報及び連携対策＞ 
 病院組合内部で対応可能な“ホームページの充実”は実施されたが、外部の媒体を用い

る広報活動については不十分であるとの評価結果となった。病院組合は公の機関であるか

ら広報活動による情報の提供を一層充実させていただきたい。 
 

以上 
 
 
 






























